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知財活用の裏にAI学習を含む流出リスクが

知的財産に関する
サプライチェーン管理の要点

知財の種類ごとに整理する
知的財産とサプライチェーン
管理をめぐる問題点
対象・利用範囲・目的の特定がカギ
サプライチェーンとの知的財産
関連契約締結の留意点
契約を機能させるための運用とは
知的財産のサプライチェーン
管理・運用における留意点

CGコードでは知財投資・活用戦略の開示が求められるなど、特許やノウハウといった
知的財産というリソースを、自社内のみならず、製造委託、共同開発など外部で使用させ
ることによって、価値化していくことが求められている。その一方、外部で使わせること
は、情報流出のリスクが高まることとなる。また、昨今は外部で自社の知財情報がAIの学
習に利用されることによる流出リスクにも留意が必要だ。そこで、本特集では、サプライ
チェーンに知財を使用させる際の管理方法について解説していただいた。上場企業の経
営企画等の担当者が、専門家と連携して、このリスク管理に取り組む際の「見取り図」とし
て、活用されたい。
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